
嶋谷市左衛門小笠原諸島巡検 350 周年記念事業 

◇小笠原諸島が日本の領土となったきっかけは 
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という人物を知っていますか。江戸時代中期に無人島（現在の小笠原

の島々）を巡検し江戸幕府に報告した人で、嶋谷の巡検から今年でちょうど 350 年経つことから、小笠

原村では今年、彼の功績を称える記念事業を実施しようとしています。そこで、今回の村民だよりでは、

嶋谷について少し紹介したいと思います。 

彼は、長崎の人で航海術、測量術に優れていたため、１６７５年（延宝 3 年）、幕府の命を受けて長崎
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の建造した船に船頭として乗り込み、無人島巡検をしました。そして、父島や母島などに

たどり着き、地図・海図の作成や詳細な調査を行い、小さな祠を建て動植物を持ち帰るなどして幕府に

報告をしました。これらのことは、嶋谷自身が記録した「無人島へ乗渡覚書」「無人島之図」（注１）や、

江戸時代末期の１８６３年（文久 3 年）に小花作助（注２）が記録した『小笠原島略記 全』などで明ら

かになっています。 

１８７６年（明治９年）、明治政府は日本による小笠原島の統治を各国に正式に通知し、国際的に日本

領土として認められるようになりました。嶋谷の巡検は、「一国の政府の命を受けた正式の巡検調査隊

が小笠原島に上陸して島々を調査し、島の動植物を調査採取して持ち帰った最初であり、のちにこれら

の島々を日本領として確定する上で非常に大きな根拠となりました（注３）。」このことは、日本が今日、

広大な排他的経済水域をもつにいたる起点となったとも言えます。 

では、皆さんご存知の我が郷土「小笠原村」の名前の由来となった小笠原貞頼と嶋谷とのかかわりは

どうであったのでしょうか。次回の村民だよりでは、そのことについてご紹介します。 

（注１） 日本人による無人島の最初の記録と言われています。 

（注２） 小花作助は、後に小笠原島内務省出張所長になった人物です。 

（注３） 田畑道夫著『小笠原島ゆかりの人々』p26 小笠原村教育委員会 
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